中国の語り物と「わけ知り立て」について by 高橋 稔 & TAKAHASHI Minoru
中国の語り物と「わけ知り立て」について
著者 高橋 稔






























































































































































































































































































































































































の「酔翁談録j の始めに有るわJ\説Ø~l閣」では、「小説J に j認する語りの穂類とし




(7) r夢梁録j 巻末の「小説講経史j にあり、 f書13城紀J券j を受けているが、小説の説
明の一部に誤り




























(10) f三者Jの話は、 fl詰"ut名言J 事ij:!j.遺言J f間m-IJ:l'1宣言j の!II真にほぼすiいi時代の話か
ら、新しい時代の話に向って編集されており、「わけ矢口り立てj は、後の二つ
1:1:通常」と「酸ltt-!宣言J中に有る蘇1)1を舞台にする話に見られる。
(11) 逸話J巻二十二:の「宋小宮関関{波探笠Jの話は、「宋金良1¥関臨B技能笠」と
改名されて 1~3 :3fミ抱護老人の「今吉奇1説」の巻十四に取り込まれているが、この話に
1:ljて来る「わけ矢IJり立てJの f)j言来fi支持、i風俗」の一旬がfJ京来近時風俗j と書き直
されている今これによって、明末の当時「三言JにJI又められた蘇外!の話は、新しい
話と認識されていたことが知られるのである。
(13) 
